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法（はしらますんぽう，スパン・span）を
飛ばすことによって，開口部を構成すること
が可能となる。アーチの一部分であるブロッ
ク状の組積単材（そせきたんざい）の相互間
には，圧縮力だけが働くように配列されてい
る。
人類にとってアーチという優れた発明は，
シュメール（sumer）の人々によってなされ
たといわれる。シュメール人とは古代バビロ
ニア（Babylonia）沖積平野の中南部へと進
出したグループで，楔形（くさびがた）文字
やジッグラト（多層）建造物などを完成した
集団であった。シュメールあるいは小アジア
に居住した他のいずれかの人々がアーチの発
明者であったとしても，アーチのより本格的
な実践者は彼らではなかった。アーチの技術
を最も有効的に普遍化してみせたのは，ほか
ならぬ古代ローマ人たちであった。
アーチの技術を駆使した古代ローマ帝国の
代表的なスポーツ施設がある。世界遺産（文
化遺産）にも認定されているコロセウム（コ
ロッセウム・Colosseum・ラテン語）あるい
はコロシアム（コロッシアム・固有名詞のThe
Coliseum・英語で coliseumは競技場）と称
される著名な建造物である。本稿では所在地
であるローマの母国語であるイタリア語で呼
ぶべきであるとの立場から，あえてコロセオ
（コロッセオ・Colosseo・イタリア語）の呼
称を用いることとする。
コロセオは，すり鉢状の断面をもつ楕円形
プランの大規模な競技観覧施設である。観客
席を支える構造体は，連続するアーチ群によっ
て構成される。なお写真の１ないし３に掲げ
るコロセオの写真は東京大学名誉教授，故・
村松貞次郎工学博士が１９６９年に撮影された３５
㎜フィルム（当研究室保管）の一部分から使
用した。
ミニチュア煉瓦という学習素材
江別市内において「セラミックス交流会」
と称する産・学・官の研究グループがある。
本年２０１０年には交流会の発足後，満１０周年を
迎える。このため「セラミックス交流会１０年
史」の編纂も計画されている。そのセラミッ
クス交流会がミニチュア煉瓦を作成して，市
民に対して機会あるごとに広報活動を続けて
きた。
ミニチュア煉瓦とは，本来の建築用煉瓦の
１０分の１サイズの焼き物である。JIS 規格の
赤煉瓦は焼き上がりの寸法が２１０㎜×１００㎜×
６０㎜である。これに対してミニチュア煉瓦
は，２１㎜×１０㎜×６㎜というミニサイズで仕
上げられる。体積は１０００分の１，重量も同じ
く１０００分の１である。煉瓦の重量は２．５㎏で
あるが，ミニチュア煉瓦は２ｇ程度である。
そのように軽量で小さなミニチュア煉瓦を
大量に使用して，これまでセラミックス交流
会は市民向けのイベントを繰り返してきた。
その一連の活動が，このたび財団法人，素形
材センターの会長賞（写真－１３参照）を受賞
した。受賞活動は「ミニチュアレンガの製作
とものづくり体験活動 ～地元原料を使った
ミニチュアレンガの製造方法の確立とものづ
くり体験教室～」というものであった。そし
て受賞者は写真―４に掲げる通り，１７団体か
ら構成される「セラミックス交流会」である。
ミニチュア煉瓦のアーチ積
本年度，当研究室に在籍する学部３年次男
子学生５名が上記のミニチュア煉瓦をおよそ
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図－１ 「コロセオ」１階平面図 図－２ 「コロセオ」２階平面図
図－３ 「コロセオ」３階平面図 図－４ 「コロセオ」４階平面図
図－５ 「コロセオ」全体断面図（フレッチャア建築史より加筆）
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３０００丁ほど積み上げて正半円アーチを構築す
る試みをした。この体験学習で彼らは，みご
とにアーチを完成することに成功した。
アーチ積を実演した催事の名称は「えべつ
ものづくりフェスタ ２００９」で，場所はこの
一般市民向けイベントがスタートして以来つ
づいてきた「ほくでん総研」の主出入口横で
ある。正確には江別市対雁（ついしかり）に
所在する「北海道電力総合研究所」の正面玄
関脇であった。わたしたちがミニチュア煉瓦
のアーチ積を実演した位置は研究所の屋外側
であるが，正面（戸外）から出入口に向かっ
て右手で，前日からテントを張った場所であ
る。
日時は２００９年（平成２１）９月１２日（土）で，
一般公開の時間帯は午前１０時から午後３時３０
分までであった。当日の準備としては，前日
の午後にミニチュア煉瓦用の型枠（櫛形）な
ど大きな道具を搬入した。当日の朝９時，本
学の正門前に集合をして大学からゼミ生諸君
と自家用車に乗って，ほくでん総研へ向かっ
た。ミニチュア煉瓦を積む工程は，９時３０分
過ぎから始めた。
アーチを積むための目地材料は，江別産の
初冬撒き小麦を製粉した小麦粉に水とサラダ
油を加えて練った「えべつ小麦ねんど」を使
用した。この小麦粘土の調達に関しては，江
別製粉の全面的な協力を得た。
学生たちの体験記録
それでは以下に本年度の「ものづくりフェ
スタ」に参加した学生諸君の声を順に，掲載
しておく。この場合，体験学生自身がまとめ
たリポートを，そのまま採録するという姿勢
をとっている。ただし筆者・水野の手で僅か
な修正を加えた点もある。明らかな記憶違い
や誤解，そして文字の変換ミス等は改めた。
また学生番号は明示しない。その理由は本学
において，学生個人の氏名と当該学生の番号
が呼応して学外の者に知られる様なことがあっ
た時点で，個人情報の流出であると判断して
いることによる。
上記のような方針に沿って，下に参加学生
による体験記リポートを記載する。掲載順は
体験者たちの姓名の五十音順にそって掲げる
ものとする。
江別ものづくりフェスタを終えて
３年Ａ組 神崎 祥平
９月１２日（土），ほくでん総合研究所で
「えべつものづくりフェスタ２００９」が行われ
ました。毎年秋ごろに開催される，ものづく
りをテーマにしたイベントで，ほくでん総合
研究所が行ういろいろな研究と電子顕微鏡や
魚類飼育施設といった設備，施設を紹介する
一般公開にあわせ，市内の企業や大学などの
研究団体が，それぞれ企画するものづくりを
題材にした体験コーナーが開かれました。
平成１２年以来毎年開催されており，大人か
ら子供まで楽しみながら学べる内容のブース
がたくさん並び，江別の名産を味わえるコー
ナーもありました。様々な団体が出展を行い
ました。今年も１５０人近くのお客さんが訪れ，
ブースは絶えず親子連れの人々で賑わってい
ました。
その中で私たちが行ったのは，ミニチュア
煉瓦という，煉瓦の小さいものを使用し，煉
瓦のアーチをつくろうというものでした。何
百個（ひとつのアーチで３０００個を使用：水野
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注）という煉瓦を，小麦粘土というものでくっ
つけていき，アーチにしていきました。
私たちが作業していると，小学生の子供た
ちや，親子連れの方々も，たくさんの人が見
に来てくれたり，たくさんの人が手伝ってく
れて，江別の人といっぱいふれあうことがで
きました。こういう人とのふれあいは，とて
も大事だと思ったし，とても貴重な経験にも
なりました。
そして煉瓦の積み上げが終わり，台を外す
瞬間が来ました。たくさんの人が見に来てく
れていました。外す瞬間ものすごく緊張しま
した。そして，台を外すことに成功しました。
が，一瞬で崩れてしまいました。
崩れたのはショックでしたが，町の人との
ふれあいができた良い経験ができました。
また，機会があれば参加したいです。
ミニ煉瓦でのアーチ作り
３年Ｃ組 西 口 亮 介
私は９月１２日に江別市にある北電総研に行っ
てアーチ作りをしてきました。１０時くらいか
ら３０００個近くのミニチュア煉瓦を使い，木で
作ったアーチ型の枠組にそってミニチュア煉
瓦を積んでいきました。ミニチュア煉瓦の大
きさは一般的な煉瓦の１０分の１の大きさなの
で，とても細かい作業でした。大人の方にも
手伝っていただきました。大人の方々（N４３
赤煉瓦塾の塾生：水野注）はとても積むのが
うまく教えてもらいながら積んでいきました。
積んでいると，子供たちが徐々に集まってき
て手伝ってくれました。子供達の手伝いなど
もあり，昼過ぎにはなんとかアーチが完成し
ました。最後の作業は，アーチ型の木の枠組
みを引いて抜くことです。木の枠組みを抜い
て初めてミニチュア煉瓦アーチの完成です。
まず，２つアーチを作った中の大人の方々が
作った綺麗なアーチから枠組みを抜きました。
崩れることなくアーチになり，見事に完成し
ました。支えていた手を離しても形を変える
ことなく保ち続けていました。観客の皆さん
から拍手がおきました。次に自分たちが頑張っ
たアーチの木の枠組みを抜く作業に取り掛か
りました。自分たちが作ったアーチは子供た
ちが手伝ってくれたものだったので形がデコ
ボコで，必ずしもきれいなものではありませ
んでした。枠組みを外したらすぐに倒れるん
ではないかとおもいました。観客の皆さんが
見守る中，枠組みを抜いてみたらすぐ傾きは
じめました。支える手がないと立っている事
の出来ないアーチでした。自分たちは笑って
いました。観客の皆さんからは，笑い声，そ
して残念そうにしている子供の顔が印象的で
した。
ミニチュア煉瓦アーチ作りは私にとってと
ても良い経験になりました。
最後に，作業を手伝っていただいた大人の
方々，北電総研の皆さん，水野先生，とても
貴重な経験を本当にありがとうございました。
またこのような体験をしたいと思いました。
ものづくりフェスタに参加して
三浦 英輝
９月１２日（土）に，ホクデンで「ものづく
りフェスタ」というイベントが行われました。
そのイベントに，私達「水野ゼミ」が参加
する事になりました。これはこのゼミに入っ
たときから聞いていたので，「やきもの市」
と並んで楽しみにしていたイベントの一つで
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した。
ゼミの中で先生から話しを聞いて，過去の
画像や動画をみていると，すごく活気があり
たくさんの人たちが参加しているイベントだ
と感じたのを覚えています。
今回のイベントは「やきもの市」とは違い，
準備する事が少なかったので，これで大丈夫
なのだろうかと少し不安な気持ちがありまし
た。
しかし，その部分は水野先生が準備をして
くださっていて，びっくりしました。私達が，
長期休暇中だったので，そこを考えて先生が
準備してくれたと感じました。先生の優しさ
ですね。
イベント当日，朝９時集合という事で朝が
苦手な私は起きられるか不安だったのですが，
無事に遅刻することなく起きられて，まず一
安心でした。
会場につくと，もうすでにたくさんの人々
でにぎわっていました。
私たちは，ミニチュア煉瓦でアーチ造りを
しました。すべて普通の煉瓦の１０分の１の大
きさの煉瓦をつかい，モルタルのかわりに小
麦粘土をつかいアーチを造っていくというも
のです。今回は私たちのほかにもう一つのチー
ム（N４３赤煉瓦塾：水野注）と一緒に作業し
ました。
最初は，私たちだけで作業していったので
すが，なかなか進まず，これは今日中に終わ
るのか，と思うような地道な作業で焦りもで
ていました。
しかし，作業をすすめていくうちに，作業
を見ていた子供達が一緒にやりたい，と言っ
てくれて，いっきに作業スピードが上がって
いきました。
子供たちがいなければ今日中に終わってい
なかったと思います。
たくさんの人と協力して作業してみて，人
の優しさや，みんなで造っていき，褒めあう
という協調性がすごく気持ちよかったのを覚
えています。
お昼くらいまで，地道な作業を行うとだい
ぶ完成に近づいてきて，すごく楽しくなって
きました。子供たちも楽しそうに作業してく
れる事で私たちも嬉しくなってくるので，地
道な作業に対する疲れなどすぐ忘れてしまう
のです。
お昼にお弁当を食べて作業を再開し，２時
間くらいでアーチ造りが完成しました。
完成した時には自然と拍手がでて，みんな
の嬉しそうな顔が今では懐かしいです。
しかし，アーチ造りが完璧に完成するまで
には，まだ一つ作業が残っていました。
それはミニチュア煉瓦をつんでいる土台を
抜かなければならないのです。
これは左右のバランスが保たれていなけれ
ば，すぐに倒れてしまうので難しい作業です。
その土台をはずすまえに，先生が放送で呼
びかけをしてくださり，たくさんの人を集め
てくれました。たくさんの人が集まってくだ
さるのは嬉しかったんですが，それがまたプ
レッシャーになり，すごく緊張しました。
最初に一緒に作業をしていたもう一つのチー
ムのアーチの土台を取ることになりました。
全員で息を合わせて土台をとり，見事アーチ
が崩れることなく，大成功でした。
しかし，ずっと立っていることは難しいら
しくて，３０秒ほどしたぐらいで崩れてしまい
ましたが，たくさんの歓声があがりとても気
持ちよかったし，嬉しかったです。
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次に私が作業していたアーチの土台をとる
ときがきました。
こちらは，土台を取り始めた時からもう崩
れてきており，もうだめだと思っていたら，
案の定，土台を取ったと同時にすぐに崩れて
しまいました。
すこし悲しかったですが，ため息や，笑い
をとることができたので，私は満足でした。
両方失敗していたら残念でしたが，片方成
功したのでとても満足でしたが，先生は両方
成功してほしかったような顔をしていました。
この「ものづくりフェスタ」というイベン
トに参加してみて，たくさんの人々と協力し
あい，触れ合い，人間の暖かさという大切な
部分に触れた１日だったなと感じました。
こんな素敵なイベントがある事はこのゼミ
に入らなければわからなかった事なので，感
謝の気持ちとともに，すごく魅力的なイベン
トなので，これからもずっとなくなることな
く毎年続いていってほしいと感じました。
ありがとうございました。
もの作りフェスタを終えて
３年Ｄ組 湊 優
自分は，水野先生のゼミでやきもの市に続
き，９月１２日にものづくりフェスタという大
きいイベントに参加しました。
そのものづくりフェスタでは，ミニチュア
煉瓦を使い，それを直径９０㎝の台にそって並
べていき煉瓦のアーチを作るというイベント
を担当しました。
今回の集合時間はやきもの市に比べて遅かっ
たんで，自分の気持ち的にはちょっと楽でし
た。集合時間にゼミ生は集まり先生がちょっ
と遅刻をするという事件が起きながらも今回
の会場である北電総研に向かいました。
着いた時には，いろんなイベントのために
人が会場を作っていました。
水野ゼミの学生が集まり，作業開始しまし
た。
ミニチュア煉瓦を江別産の小麦粉でくっつ
けて台に乗せていくというなんとも地味な作
業です。簡単に終わるべと自分の中では思っ
ていたのが間違いでした。
アーチ作りは，水野ゼミの学生と大人達
（Ｎ４３赤煉瓦塾：水野注）の２グループでし
ました。大人たちはとても上手く順調に作業
を進めていきました。自分達はミニチュア煉
瓦を扱うのは初めてなので最初は慣れるまで
時間がかかりました。作業をしていく中で子
ども達が手伝ってくれて自分達は，とても助
かりました。特に自分はこういう作業はとて
も苦手でみんなの足を引っ張ってしまいとて
も申し訳なかったです。子ども達は３歳～高
校３年生までいて，いろんな話を聞けてとて
も楽しく作業をしていきました。ミニチュア
煉瓦を並べていく上で，煉瓦が崩れたり，ミ
ニチュア煉瓦がとてもガタガタだったり，途
中でミニチュア煉瓦が無くなり米沢さんから
ミニチュア煉瓦を買って作業したりなど，い
ろいろハプニングがありながらもみんなで協
力しながら作業しました。自分達の完成した
アーチを見て大人たちにこのアーチは絶対失
敗すると言われて，米沢さん（米澤煉瓦の城
畑部長か：水野注）がむかついたらしく，絶
対成功させてやると言ってアーチの修正をし
てくれました。とてもそれを見てると，自分
も成功してやろうと言う気持ちになりました。
アーチの修正が終わってミニチュア煉瓦で作
るアーチが完成しました！！
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あとは，アーチを乾燥させて，乾いたらみ
んなの前でアーチの型をした台を抜いてアー
チは維持できるのかという最後のイベントを
残すだけです。
そして，その時がきて最初に大人たちの方
をやりました。
大人たちのアーチの土台を抜いて，見事アー
チは完成しました。とても綺麗だったが，や
はり長持ちしないようで，すぐ落ちてしまっ
たが成功に終わりました。
そして自分達の番が来ました。緊張しなが
ら，ちょっとずつ台をはずしていくが，そこ
でハプニングが発生しました。なんとアーチ
が今にもくずれそうなのです。
自分は，笑いと悲しみで胸が苦しく，最終
的には，ちょっとも維持できずに失敗に終わ
りました。
でも成功するとか失敗するとかではなく，
地域のみんなとの交流や何かの事に一生懸命
やることに意味があるとこれを通して，肌で
感じたいい経験でした。
次の水野ゼミのみなさんには，自分達の分
も成功してほしいとおもいます。
とてもいい経験ありがとうございました！！
ミニ煉瓦アーチ作りを終えて
３年Ｄ組 横 山 彰
私は夏休み期間中に江別市にある北電総研
に行ってミニチュア煉瓦アーチ作りをしてき
ました。私は当初今回の北電総研には行かな
いはずの人間だったのですが，色々とあり北
電総研にいく事になりました。その日は，ピ
ザ窯作りの時とは違い朝早くに起きる事はあ
りませんでした。そして，前日に飲み会をす
る事もなく徹夜で麻雀をする事もなかったの
でゆっくり睡眠をとることが出来ました。作
業を始めたのは１０時くらいからだったと思い
ます。作業の内容は，３０００個のミニチュア煉
瓦を使い，木で作ったアーチ型の枠組にそっ
てミニチュア煉瓦を積んでいき，最後にその
木で作ったアーチ型の枠組みを引っこ抜いて
アーチ完成という内容です。アーチは２つ作
りました。ミニチュア煉瓦の大きさは市販で
売っている煉瓦の１０分の１の大きさしかあり
ません。ですから手先だけの作業になります。
思っている以上に難しく最初は，「こんなん
じゃ今日中になんて絶対終わらない」という
思いで作業を進めていました。私たち以外に
も水野先生の塾生の皆さんが手伝ってくれま
した。私達は，塾生の人達と共に作業を進め
ていきました。塾生の皆さんは，とても器用
にミニチュア煉瓦を扱っていて私自身皆さん
に追い付くのがやっとのことでした。そんな
事をしているうちに，子供たちが徐々に集まっ
てきてミニチュア煉瓦アーチ作りを手伝って
くれました。子供達の手伝いなどもあり，な
んとか無事にアーチが完成しました。最後の
作業は，観客の皆さんがいる中でアーチ型の
木の枠組みを引っこ抜く事です。木の枠組み
を抜いて初めてミニチュア煉瓦アーチの完成
です。まず，２つアーチを作った中の塾生さ
んが主に頑張って作りあげた綺麗なアーチか
ら枠組みを抜きました。やはり安定感は少し
ありませんでしたが見事に完成でした。支え
ていた手を離してもなかなか倒れませんでし
た。観客の皆さんから拍手が沸き上がり盛り
上がった中，いよいよ私達が主に頑張ったアー
チの木の枠組みを抜く作業に取り掛かりまし
た。私達が作ったアーチは形がデコボコで枠
組みを外したらすぐに倒れてしまうんじゃな
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いだろうかと思うほどの物でした。観客の皆
さんが見守る中，枠組みを抜いてみた所，私
達の予想通り，支える手がないとやはりまと
もに立っている事の出来ない失敗作のアーチ
でした。
観客の皆さんからは，笑い声などが飛び交っ
ていました。アーチは失敗してしまいました
が，私自身これはこれで良かったと思いまし
た。ミニチュア煉瓦アーチ作りはとても私に
とって良い経験になりました。こういった経
験をこれから先，生かすことが出来るのであ
れば生かしていきたいと思います。
最後に，作業を手伝っていただいた水野先
生の塾生の皆さん，北電総研の皆さん，水野
先生，とても貴重な経験を本当にありがとう
ございました。
む す び
以上，記述してきたように本年度の３年次
男子学生５名は，ものづくりフェスタ会場へ
足を運んでくださった親子連れ幾組かと相互
に協力をし合って「ミニチュア煉瓦」と「え
べつ小麦粘土」を駆使しながら半円アーチを
構築することに成功した。
本稿のまとめとして，本年度の体験学習を
通して見聞きすることができたアーチ積から
生まれた句と歌を披瀝しておきたい。
なお本稿をまとめるに際して，実に多くの
方々から大きな御力添えを頂戴した。ここに
心より感謝の意を表するものである。
つ こ むぎ こ ね あき かぜ
アーチ積む 小麦粉練れば 秋の風
あき ば で き た で き こ え たか
秋晴れに アーチ出来たと 歓声高し
しま も よう あか しろ アーチ
縞模様 赤と白との ミニ拱
しろ ねん ど や もの あか
白き粘土に 焼き物の赤
しろ か み ふ た え く ふ う づ
白い洋紙 二重の工夫 アーチ積み
こむぎ ね ん ど あか こ れ ん が
小麦粘土と 赤き小煉瓦
に ねん ご いど や しょう
二年越し 挑み止めざる 小アーチ
ばんたん き ふたはんきそ
万端期して 二班競ふ
せい じゅくせい つ ろくせんちょう
ゼミ生と 塾生積みし 六千丁
れんが にじ ひな
ミニチュア煉瓦 虹の雛がた
と い て つ だ こ ら おし
飛び入りで 手伝う子等に 教えつつ
みずか まな とう がくせい
自ら学ぶ 当ゼミ学生
つ あ くしんむく つい と き
積み上げし 苦心報わる 終の瞬間
くしがた い き の ふる
櫛型はずす 呼吸呑む震え
ぬ せりわく お はじ
くさび抜く アーチの迫枠 降り始む
いっすん さ こ か
三糎ほど下げ れんが弧を描く
じりつ
自立した ミニチュアアーチ ほどなくも
おもさ た く ず かな
自重に耐えず 崩落れゆく哉
写真－１３ 財団法人 素形材センター会長賞賞状
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注１）「えべつやきもの市における煉瓦アーチ
積体験」水野信太郎。『北翔大学生涯学習
システム学部研究紀要 第８号』北翔大学
生涯学習システム学部，北翔大学，２００８年
３月，PP．６５８０
「生涯学習系学生の煉瓦およびミニチュア
煉瓦のアーチ積」水野信太郎。『北翔大学
短期大学部研究紀要 第４７号』北翔大学短
期大学部，北翔大学，平成２００９年３月，
PP．９１１０６
２）「えべつやきもの市におけるガラス製造
の試み」水野信太郎。『浅井学園大学短期
大学部研究紀要 第４５号』浅井学園大学短
期大学部，浅井学園大学，平成２００７年３月，
PP．８１９４
「ものづくりフェスタにおけるガラス製造
の試み」水野信太郎・大内拓也・加藤和彦・
福澤良子・松田晃司。『浅井学園大学
『人間福祉研究』 第１０号』浅井学園大学
人間福祉学部，浅井学園大学，平成２００７年
３月，PP．１９９２１０
３）「生涯学習系学生の環境素材体験学習」
水野信太郎。『北翔大学生涯学習システム
学部研究紀要 第９号』北翔大学生涯学習
システム学部，北翔大学，２００９年３月，
PP．８１９６
４）前掲「えべつやきもの市におけるガラス
製造の試み」PP．８１９４
前掲「ものづくりフェスタにおけるガラス
製造の試み」PP．１９９２１０
前掲「えべつやきもの市における煉瓦アー
チ積体験」PP．６５８０
前掲「生涯学習系学生の煉瓦およびミニチュ
ア煉瓦のアーチ積」PP．９１１０６
５）前掲「えべつやきもの市におけるガラス
製造の試み」PP．８１９４
前掲「ものづくりフェスタにおけるガラス
製造の試み」PP．１９９２１０
６）「生涯学習系学生たちによるたたら製鉄
復元操業」水野信太郎。『北海道浅井学園
大学生涯学習研究所研究紀要 生涯学習と
実践 第８号』北海道浅井学園大学生涯学
習研究所，北海道浅井学園大学，２００５年３
月，PP．１９９２１４
「手動ふいごを用いたたたら製鉄復元操業」
水野信太郎。『浅井学園大学生涯学習研究
所研究紀要 生涯学習と実践 第９号』浅
井学園大学生涯学習研究所，浅井学園大
学，２００６年３月，PP．１３５１４８
７）「健康・生活系学生の木材加工体験学習」
水野信太郎。『浅井学園大学生涯学習研究
所研究紀要 生涯学習と実践 第１０号』浅
井学園大学生涯学習研究所，浅井学園大学，
平成２００７年３月，PP．１１７１２６
８）「住まいと健康・西洋建築と日本建築の
窓」水野信太郎。『北海道浅井学園大学生
涯学習叢書 ２ （旧称 北海道女子大学）
生涯学習支援者の養成』北海道浅井学園
大学生涯学習研究所，二瓶社，２００２年３月
３０日，PP．３５４２
図－１ないし５は，『フレッチャア建築史』
フレッチャア著，古宇田實・齋藤茂三郎訳，
岩波書店，大正８年１０月２０日の挿図「第６２」
を原図として，各階平面図ならびに断面図
を作成した。
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